
奄美市立赤木名保育所跡地

結の島で紡ぐ、官民連携の地域課題解決プロジェクト 前田・アトリエノード設計施工共同事業体

対象施設

事業概要
高齢者が安心して過ごせる場であると同時に、地域住民、子ども、子育て世代がゆるやかに繋がる地域共生の拠点として
再生することで、集落と密接な繋がりを持ちつつ、文化を継承し、次世代の子供達が活き活きと日常生活を送ることがで
きるきっかけの場を提案するとともに、赤木名地区における課題調査及び解決策の検討を行う。
また、国土交通省の「住まい環境整備モデル事業」を活用し、補助金を活用しながら地域の民間企業で体制をつくり、事
業を進めていく。令和8年度は上記の体制構築と具体的な活用方法を地域住民や奄美市と連携し調査を行う期間とし、調
査内容を踏まえた上で、令和9年度に設計・施工に着手する予定。

①地域に親しまれてきた施設を高齢者施設に転用し、地域住民に開かれた場とすることで、より多世代が交流し地域が活
発化する。
②空き家となった公共物件の活用事例となる。島内において、人口減少や建物の老朽化により、公共施設の集約は今後増
加していく。本事業において、公共施設の民間活用として事例をつくることでほか施設の利活用に波及していくことが期
待できる。
③地域住民、民間企業、奄美市で赤木名地区のまちづくりを進める体制を構築する。赤木名地区には保育所だけではない、
様々な公共施設の課題がある。地域の体制を構築することで事業の継続性を高め、次の事業への発展が期待できる。

事業の効果

実現可能性、公益性（公共性や地域性、地域の交流や理解）、事業効果（施設の機能向上、雇用の創出及
び地域活性化）、財政効果が評価された。

評価のポイント

事業の目的

かさりこども園が開園したことにより閉園となった旧赤木名保育所跡地に、既存建物を利用した、世代を
つなぐ「地域の拠りドコロ」となる高齢者施設を整備する。
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